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　ブランドのロゴには人を
惹きつけ、見た瞬間に良い
記憶や印象を想起させる力
があります。
　日本のYMCAには130
年を超える歴史があります。
その成果と価値を新たな未
来へとつないでいくために、
YMCA はいま、新たなブ
ランドロゴを開発しました。
これはYMCAが更なるス
テージへと向かって変化し、
進化を遂げることを示して
います。

愛称　ポジティブY
鳥が飛び立とうとする瞬間の姿をモチーフにしたシンボル、それが

「ポジティブY」です。一人ひとりの生命の息吹、未来へ向かう前向き
な力、平和への想いを表現しています。

◇�鳥が飛び立つ姿を、アルファ
ベットの Yが想起される形
に重ね合わせています。

◇�「みつかる。つながる。よ
くなっていく。」という３つ
のバリューと、Spirit Mind 
Body を表す逆三角形が内
包された構成で、新たに
YMCA が提供を約束する
価値と、変わることのない
YMCAの精神の両方が込め
られています。

◇�柔らかな曲線と鮮やかなレッ
ドによって、生命の息づかい
（生命感）と、YMCAがめざ
す希望ある豊かな社会性が実
現される印象を感じさせます。

ステートメント
あなたが、したい何かを「みつ
ける」ために。
あなたが、「つながりたい」誰
かを探すために。
そして、あなた自身の人生とい
うものがもっと「よくなる」た
めに。
YMCAはいま、一人ひとりの
[私 ] にとって、
かけがえのない場所になろうと、
日々、試行を重ねています。

ステートメント
一人ひとりの [ 私 ] は孤立して存在
できるものではありません。
[ 私 ] というものは、誰かとの関係
性のなかで生まれるもの。
その関係性の可能性を拓き、[ 私 ]
を [ 私たち ] に進化させていくため
に、YMCAは様々な新しいコトに
トライし、チャレンジを繰り返して
いきます。
すべては、あなたという [ 私 ] の人
生を有意義なものとするために。

ポジティブネットとは？
互いの存在や個性を認め合い、高め合うことのできる、

善意や前向きな気持ちによってつながるネットワークのこと。
課題の多い社会のなかで、それは、生きるためのひとつの選択肢となっていく。

私たち日本のYMCAは、グローバルなネットワーク基盤を活かして
ポジティブネットを広げ、希望あるより豊かな社会を創ります。

ステートメント
[ 私 ] という存在が別の [ 私 ] と深く
つながっていく。
その前向きでポジティブな輪を、YMCA
はポジティブネットと呼んでいます。
従来のネットワークを超えたポジティ
ブネット、それは [ 私 ] を社会や世界
へと強く結び付けるもの。
人と人とのつながりを尊重してきた
YMCAだからこそ可能になる、独自
のネットワークを築こうと決意してい
ます。

ステートメント
ひとりが「よくなる」と、そ
の人と出会った誰かがうれし
くなる。
そして、その「よくなる」の連
鎖は、やがて社会や世界を変え
ていくチカラとなる。
平和を形にしていく原動力と
なる。
その強い想いを胸に、YMCA
はこれからも人びとの目線に立
ち、活動していきます。

YMCAは変わります。以下のステートメントは、これからのYMCAの行き先を示した羅針盤のようなもの。
みつかる。つながる。よくなっていく。というスローガンと共にいまいるYMCAの人びと、

そしてこれからYMCAに集う人びとにとっても指針となっていくものです。

「愛はすべてを完成させるきずなです」
（コロサイの信徒への手紙3章14節）年間聖句
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「名古屋YMCAは、キリスト教精神に基づき、すべての人びとに、
生涯にわたる学習の場と、社会参加の機会を提供し、相互の交
わりと連帯を通して、共に生きる世界の実現を目指します。」

名古屋YMCA	 052-757-3331
YMCAこひつじ保育室	 052-757-5530
南山ファミリーYMCA	 052-831-6968
南山幼稚園	 052-831-8271
神沢ファミリーYMCA	 052-879-6300
YMCAかみさわ保育園	 052-879-6222

お問い合わせ   http://www.ngoymca.com/名古屋YMCA使命
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日韓ユースセミナー2017
　８月 15 日～ 20 日の６日間、韓国・ソウル YMCA からスタッフ２名、ユー
ス６名が来日して、名古屋の大学生と一緒にセミナーを行いました。
　今年のセミナーテーマは『絆の再発見』でした。今回はソウルからの参加者
の中にも昨年度受け入れをしてくださった懐かしい顔が多くあり、１年ぶりの
再会に笑顔で初日を迎えることができました。
　２日目からは日和田高原キャンプ場で２泊３日のキャンプを実施しました。
テント設営、野外で日韓料理紹介、交流会を通して更に絆を深めることができ
ました。例年とは異なり、ソウルのユースたちと一緒に韓国料理を作って、期
間中に同じくキャンプ場で過ごした子どもたちにふるまう機会もありました。
そのなかで若い私たちが国を越えて絆を結ぶためにできることは何かを考える
セミナーも行われ、日韓のユースたちが意見交換をしました。
　帰国前日には犬山市を観光しました。暑い日だったにも関わらず、流行りの
写真映えする食べ物や景色などを探しながらあっという間の楽しい１日を過ご
しました。
　今回、名古屋のユースたちは昨年度の参加者を中心として、活動内容や観光
の場所など積極的に提案し、意見を出し合っていました。言葉の違いで上手く
伝えられないことに悩む姿も見られましたが、充実した６日間だったように感
じます。参加者の皆さんにはセミナーで得た仲間と絆をこれからも大切にして
ほしいと思います。
　 日 韓 ユ ー ス セ ミ
ナー開催にあたって
ご支援・ご協力いた
だきましたすべての
方に感謝いたします。

（報告／重留まなみ）

第24回
インターナショナル・チャリティーラン2017　

ランナー募集
　心身に障がいのある子どもた
ちへの支援のため毎年実施され
る本大会は今年で 24 回目を迎
えます。昨年も多くの皆様のご
支援・ご協力によりランナーや
ボランティアなど総勢 500 名余
が集う大会となりました。
今年も多くのチーム・個人ランナーエントリーやボランティアを募
り昨年以上の大会を目指します。つきましては、チームレース及び
個人レースのランナーを募集いたします。皆様の温かなご支援・ご
協力をお願いいたします。
日　　程　2017 年 11 月 4日（土）
時　　間　10：00 ～　開会式（9：30　受付開始）
場　　所　名城公園

　　ご協力の方法
　　・ランナーやボランティアとして参加する
　　・賞品など物品を提供する
◆チームレース：�１チーム６名によるタスキリレー
　　　　　　　　参加費　50,000 円
◆個人レース：ジョギングコース１周（約 1.5km）
　　　　　　　　参加費　一般 3,000 円　幼児～高校生 2,000 円
※ご寄付・ご協賛は税額控除または所得税控除の対象となります。
お問い合わせ／公益財団法人名古屋 YMCA　チャリティーラン事務局

チャリティーゴルフ開催告知
　今年も名古屋ＹＭＣＡチャリティーゴルフが開催されます。今回は学童キャ
ンプ支援を目的としており、参加費の一部を学童キャンプに参加する子どもた
ちの参加費に充てさせていただきます。
　学童キャンプとは名古屋ＹＭＣＡが昨年から実施しているキャンプで、『す
べての子どもたちに自然体験を』という大きなねらいと、夏休みの期間中に子
どもたちが規則正しい生活を送り「衣食住」が守られることを一番に考え、そ
してキャンプでなくてはならない「人とのつながりを大切にすること」「豊か
な自然を大切にすること」を学んでほしいという願いが込められています。
　チャリティーゴルフは、グループまたは個人でのお申込みが可能となってお
りますので、お誘い合わせの上、たくさんの方のご参加を楽しみにお待ちして
おります。
日時：2017 年 11 月 24 日（金）	 場所：さなげカントリークラブ（愛知県豊田市）

募集人数：10 組 40 名	 参加費：23,000 円（税込）
お問い合わせ：公益財団法人　名古屋 YMCA　052-757-3331

宝くじ協会より集会用テント贈呈
　宝くじ協会より集会用テントを助成していた
だきました。YMCAや南山幼稚園、かみさわ保
育園での屋外活動の際に使用させていただいて
います。
　特に夏休みの期間中、日和田高原キャンプ場
では多くのキャンププログラムが開催され、参
加者の皆様の日よけ・雨宿りとして使用させていただきました。

早天祈祷会 2017 年 11月 7日火　朝 7:45 〜 8:30 名古屋 YMCA5階チャペル

維持会員（新入会）	牛田　賢一郎� 2017 年 8 月 1 日～ 8 月 31 日

維持会員（継続）	� 秋重　殉　　川口　恵　　水谷克己　　水谷里美　　伊左治　真
	 船戸　章　　船戸菜穂子　　井上剛志
賛助会員（継続）	 丸丹スポーツ用品株式会社　　中京海運株式会社　ホーユー株式会社
	 岡谷鋼機株式会社　敷島製パン株式会社　　豊田通商株式会社　
	 日本特殊陶業株式会社
ご寄付	 小尾　雅彦　　山本　徹　　義井みどり　　義井誠之　　義井順之　　
	 河部　薫　一般社団法人豊通ファイティングイーグルス名古屋

維持会員・ボランティア会員としてのお支えを心より感謝申し上げます。

名古屋 10月10日（火）19:00〜「日本語学校構想について」　中村隆総主事 名古屋 YMCA

名古屋南山 10月15日（日）10:00〜 農場例会 南山ワイズ農園

名古屋東海 10月12日（木）18:45〜「発達障がいの概要」　小川真紀氏 ラ・スース ANN

名古屋グランパス 10月　3日（火）19:00〜 フリーディレクターから見る
「番組制作の裏側」伊藤雄哉氏 名古屋 YMCA

ワイズコーナー 10 月例会の予定
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